
 

科目名 
臨床検査機器総論 
（Introduction to Medical Laboratory Instruments）

科目コード 416 

開講学科 臨床検査学科 選択区分 必修 単位数（時間） １単位（30時間） 

科目区分 専門科目 履修時期 ２年次前期 関連DP 臨③⑤ 

担当教員 徳原 康哲 

授業概要 
臨床検査技師としての実務経験を有する教員が、臨床検査で用いられる機器の機能を理解する上での

基本的な原理を教授する。 

授業目標 臨床検査で用いられる機器の基礎原理について理解する。 

授業計画 

 容内 目項 回

１ 検査機器学総説 用手法と検査機器、検査機器総論を学ぶ意義 

２ 共通機械器具の原理・構造（１） 化学容量器、秤量装置 

３ 共通機械器具の原理・構造（２） 遠心分離装置、分離分析装置、撹拌装置、恒温装置 

４ 共通機械器具の原理・構造（３） 保冷装置、滅菌装置、測光装置、顕微鏡装置 

５ 共通機械器具の原理・構造（４） 電気化学装置、純水製造装、遺伝子検査機器 

６ 血液検査用機器（１） 自動血球計数装置、自動白血球分類装置、 

７ 血液検査用機器（２） 自動凝固・線溶検査装置、血小板凝集能測定装置、フローサイトメータ

８ 化学検査用機器（１） 
生化学自動分析装置、酵素免疫自動分析装置、濃度計（デンシトメータ）、

質量分析計、RI計測装置 

９ 病理検査用機器（１） 
自動固定包埋装置、パラフィン包埋装置、ミクロトーム、クリオスタッ

ト、パラフィン伸展器 

10 病理検査用機器（２） 
自動染色装置、自動封入装置、オートスメア、電子顕微鏡用標本作製装

置 

11 微生物検査用機器 
自動細菌検査装置、質量分析装置、自動血液培養装置、自動抗酸菌培養

装置、遺伝子検査装置、安全キャビネット、その他の機器 

12 免疫血清検査用機器 
水平回転機、イムノピュア、マイクロタイタ法、プレートリーダー、ブ

ロッティング装置、イムノクロマトリーダー 

13 生理検査用機器（１） 
心電図、心音計・脈波計、脳波計、呼吸機能検査装置、超音波画像診断

装置、聴力検査装置、眼底写真撮影装置 

14 生理検査用機器（２） 

誘発電位検査装置、熱画像診断装置、磁気共鳴画像診断装置、重心動揺

計、眼振電図計測装置、経皮的血液ガス分圧測定装置、パルスオキシ

メータ 

15 POCT（point of care testing） POCT対応機器、POCT対応試薬、携帯型生理機能検査装置 

成 績 評 価 方 法 グループワーク・発表（40％）、レポート（30％）、筆記試験（30％）により評価する。 

教科書 三村邦裕・山藤賢「最新 臨床検査学講座 検査機器総論」（医歯薬出版） 

参考図書等  

授業時間外の 

学習について 
グループワークの資料作成のため、予習を必要とする。 

関連科目 444 臨地実習Ⅰ、445 臨地実習Ⅱ、446 臨地実習Ⅲ 

備  考 実 徳原：臨床検査技師（医療機関） 

  

科目名 臨床化学Ⅰ（Clinical Chemistry Ⅰ） 科目コード 417 

開講学科 臨床検査学科 選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（30時間） 

科目区分 専門科目 履修時期 ２年次前期 関連DP 臨②③④ 

担当教員 佐田 榮司、伊藤 晃 

授業概要 

臨床化学検査を理解するために必要な単位、精度管理、試薬に対する基礎的な知識および基本的な測

定法、検体の取り扱い等を学んだ後、現在、臨床の場で行われている検査項目のうち、無機質、脂質の

測定ならびに機能検査の原理および病態の把握、診断、予後判定、治療の適否の判断により有用なデー

タを得る方法について解説する。 

（オムニバス方式） 

（佐田教授） 臨床化学検査の概説、無機質の検査、脂質検査などについて教授する。 

（伊藤助教） 精度管理法、検体取扱法などについて教授する。 

授業目標 

化学的分析によって検体を分析し、病態の把握・診断・予後判定・治療の適否の判断に有用なデータ

を得る臨床化学検査の基本的事項について学ぶ。また、個々の検査項目の意義、原理および新たに開発

された検査法の概要についての修得を目標とする。 

授業計画 

回 項目 内容 担当者 

１ 臨床化学検査概説 
臨床化学検査とはなにか、単位の設定法、検査における

誤差、正確度・精度の検定法 
佐田榮司

２ 精度管理 臨床化学分野における精度管理法の概説 伊藤晃 

３ 正常範囲と検体取り扱い 

臨床化学検査における正常値の設定法および正常範囲の

もつ意味、検体を取り扱う時の注意点の概説、試薬の取

り扱い等の基礎知識検体を取り扱う時の注意点の概説 

佐田榮司

４ 臨床化学検査分析法（１） 除蛋白法、比色法等 

５ 臨床化学検査分析法（２） 蛍光法、比濁法概説、炎光法、電気化学分析法 

６ 無機質の定量（１） ナトリウム、カリウムの定量（炎光法・電気化学分析も） 

７ 無機質の定量（２） カルシウム、マグネシウムの定量（原子吸光法も） 

８ 無機質の定量（３） 無機リン、鉄、銅、亜鉛の定量 

９ 血液ガス測定 動脈血ガス分析法、酸塩基平衡 

10 脂質の検査（１） 脂質異常症概説、リポ蛋白測定、コレステロール測定（１） 

11 脂質の検査（２） LDL,HDLコレステロール・トリグリセリド測定法 

12 脂質の検査（３） リン脂質、遊離脂肪酸、過酸化脂質、胆汁酸測定法 

13 臓器機能評価と病態 腫瘍マーカー、骨代謝マーカー、栄養状態評価 

14 機能検査法（１） 消化吸収試験、膵臓、肝臓機能検査法 

15 機能検査法（２） 内分泌臓器の機能検査法 

成 績 評 価 方 法 
上記２教員によるオムニバス形式の授業科目 佐田担当 93％、伊藤担当 ７％（内訳：

試験のみ） 

教科書 浦山修ほか「最新臨床検査学講座 臨床化学検査学」（医歯薬出版） 

参考図書等 必要に応じて別途紹介する。 

授業時間外の 

学習について 

授業時間外の学習の進め方について、予習・復習が必要な場合は、準備学習の内容や必要

時間等を書く。 

関連科目 
401 分析化学、402 生化学、403 生化学実習、414 臨床検査総論、416 臨床検査機器総

論、418 臨床化学Ⅱ、419 臨床化学実習 

備  考 
実 佐田：医師（医療機関）、伊藤：薬剤師（医療機関） 

講義で学んだ内容について復習することにより十分に理解してください。 
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